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我
が
国
民

ω最
も
卒
和
な
、
最
も
好
適
な
移
住
地
と
し
て
若
々
移
民
事
業
が
準
め
ら
れ
つ

L
あ
っ
た
伯
固
に
於
て
本
年
五
月
憲
法

制
定
審
議
曾
が
移
民
制
限
案
を
審
議
し
、
宮
該
国
よ
り
過
去
五
十
ク
年
聞
に
入
国
し
た
移
民
数
の
二
M
m
h
q
超
へ
て
入
園
す
る
こ
と
を

得
?
と
決
定
し
た
こ
と
は
我
園
に
と
っ
て
、
由
々
し
き
一
大
問
題
で
あ
っ
て
各
新
聞
は
特
別
大
合
な
活
字
を
用
ひ
.
重
要
頁
を
さ
い

ハ
註
一
」

て
之
れ
を
報
導
し
て
居
る
。
思
ふ
に
我
が
園
民
の
伯
岡
移
住
は
明
治
四
十
年
に
開
始
せ
ら
れ
て
以
来
幾
度
か
難
局
に
直
面
し
た
け
れ

(
註
一
一
)

左
も
其
都
度
我
が
官
民
の
善
屈
す
る
所
が
あ
っ
て
A
ー
で
は
年
々
数
一
角
の
移
住
者
そ
出
し
、
伯
園
は
我
国
民
の
重
要
な
る
移
住
地
と
な

っ
て
居
る
こ
と
賢
に
次
表
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
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問
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伯
閣
の
移
民
制
限
問
題

即
ち
伯
圃
移
民
は
我
が
園
民
生
活
の
上
に
於
て
重
要
な
る
役
割
ぞ
演
じ
つ
L
あ
る
も
の
で
一
度
之
れ
に
奨
盤
を
生
中
る
と
き
は
我

が
固
民
経
糖
機
構
の
上
に
少
な
か
ら
ざ
る
衝
動
を
輿
へ
、
農
村
に
於
て
は
其
の
憐
れ
る
人
口
の
排
け
口
を
失
ひ
其
鹿
分
に
岡
難
を
来

す
ペ
く
.
叉
此
の
移
民
取
扱
を
以
て
重
要
な
る
業
務
と
せ
る
海
外
興
業
株
式
曾
祉
、
南
米
拓
殖
株
式
曾
枇
，
海
外
移
住
組
合
に
於
て

は
直
接
事
業
上
に
大
な
る
制
臨
在
来
す
べ
く
.
叉
之
れ
に
関
係
を
有
す
る
拓
務
省
、
外
務
省
、
道
府
臨
臨
其
他
移
民
の
奨
励
敬
育
に

閲
す
る
諸
機
関
に
も
亦
影
響
す
べ
く
.
更
に
移
民
の
輪
迭
を
取
扱
ふ
大
阪
商
船
株
式
含
枇
、
移
民
に
直
接
間
接
の
関
係
を
有
す
る
商

館
、
政
館
に
於
て
も
亦
其
事
業
上
各
種
の
障
害
ぞ
来
す
ぺ
き
は
云
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
五
日
々
は
此
の
問
題
に
就
き
て
少
し
く
研
究
を
試
み
度
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
先
づ
第
一
に
伯
園
が
何
故
に
斯
様
な
移
民
制

限
を
な
す
に
至
っ
た
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
o

而
し
て
余
は
此
の
目
的
の
錦
め
に
過
去
五
十
年
間
に
於
て
果
し
て
幾
何
の
移
民
が

何
れ
の
固
か
ら
何
程
入
っ
た
か
を
見
る
鵠
め
に
究
表
を
作
製
し
た
。
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1892 86，203 8001 574 24 575 10，471 67 55，049 17，797 
1「37 58 3，5291g 61 1893 134，805 1，368 2，737 37 616 38，998 100 58，552 28，986 
1555 7 

40 

1894 eo，984 790 798 9 309 5，986 91 34，872 17，041 8 21 1，00 
1895 167，618 973 10，108 28 286 17，641 28 97，344 36，055 275 93 4，787 
1896 158，132 1，070 11，365 22 327 24，154 63 96，505 22，299 592 71 153 
1897 146，362 930 3，665 28 225 19，466 106 104，510 13，558 5ι9 14 [0 648 2， 
1898 78，109 535 924 18 255 8，024 103 49，086 15，105 258 41 119 978 2，700 
1899 54，629 521 1，826 6 217 5，399 101 日0，846 10，989 412 6 三01 1，823 2，458 
1900 40，300 217 2，089 13 233 4，834 166 19，671 8，250 8 23 874 3，77司
1901 85，306 166 696 25 212 8，584 47 59，869 11，261 14 171 ，781 

3:1 1902 52，204 265 511 5 151 3，588 35 32，111 11，606 27 15 772 3， 
1903 34，062 1，231 474 17 302 4，466 85 12，970 11，378 371 2 46 481 2， 
1904 46，164 797 387 29 228 10，046 362 12，857 17，318 287 981 1，097 2，65: 
1905 70，295 650 427 18 224 25，329 123 17，360 20，181 996 681 1，446 
1906 73，672 1，333 1，012 15 109 24，441 79 20，777 21，706 751 101 1，193 
1907 67，787 845 522 26 202 9，235 119i 18，238 25，681 703 8 121 1，4εo 
1[08 94，695 2，931 5，317 87 992 14，862 1，109 18，875 37，628 5，781 191 442 3，170 830 
1909 85，410 5，413 4，008 991 1，241 16，219 778 13，668 30，577 5，663 351 262 4，027 31 
1910 88，564 3，902 2，636 831 1，134 20，843 1，087 14，163 ε0，857 2，462 424 156 5，257 948 
1911 135，967 4，251 3，352 293 1，397 27，141 1，157 22，914 47，493 14，013 1，110 229 6，319 28 
1912 180，182 5，733 3，045 255 1，513 35，492 1，077 31，785 76，530 9，193 591 281 7，302 2，909 5，00 
1913 192，683 8，004 2，255 223 1，532 41，064 825 30，886 76，701 8，251 251 :0:04 10，田正3

791224432-6810574 司8 9 
1914 82，572 2，811 971 696 18，945 462 15，542 27，935 2，958 201 182 3，456 3，675 
1915 32，206 169 104 410 5，895 311 5，779 15，118 640 2 75 514 65 
1916 34，003 364 155 292 10，306 244 11，981 516 91 119 603 
1917 31，192 201 18 273 '11，113 243 6，817 644 3 45 259 3，899j 
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辺国 Q;$r:?翠~~淘 E 

1918 20，E01 1 9 226 69! 1，050 7，981 181 
司317W 悶022(1 7，ω6 

1919 37，898 466 548 220 690 6，627 369 5，231 17，068 330 η，~I 5;;1 剖 I;盟
1920 71，027 4，120 757 132 838 9，136 658 10，005 33，883 245 お ~~:l 4，;~~! ~:;~;l ::~:J 
1921 60，784 7，915 760 117 633 9，523 492 10，779 19，981 1，526 321 4451 1 ，8651 840， 5，876 

1922 66，967 5，038 808 124 725 8，869 532 11，277 28，622 279 51 552 2，278 1，225 6，587 

1923 86，679 8，254 2，163 75 609 10，140 584 15，839 31，866 777 40: 564 4，829 895 10，044 

1924 98，125 22，168 919 98 634 7，238 537 13，844 23，267 559 301 374 4，854 2，673 21，706 

1925 84，E83 7，175 2，781 10，062 9，846 21，508 --1 1，952 6，330 25，22f: 

1926 121，596 7，674 8，892 11，977 38，791 8，41コ7 45，855 

1927 101，568 4，878 1，101 9，070 12，487 31，236，+ 899 3，088 9，084 29，725 

1928 82，061 4，228 4，436 5，493 33，882 

113出盟問1929 100，424 4，351 888 76 757 4，565 EOO 5，288 88，879 839 39 310 80 16，6481 26，904 

1930 76，066 4，1EO 551 9 4，253 18，719 2，699 90 252 14，076] 28，019 

1931 31，410 2，621 2，914 8，152 5，6321 10，307 

1932 34，683 3，273 2，155 8，499 一 11，678: 7，631 

累計 )4悶 3oh

ド|吋 31171634
十r

5~S[11 臼2[ 31~[ 28，2951 22四 1[ 2，0~[ ~;I 1!;I1ぞ:1 2，259[ 7，1641 
備考 ( 1) Xポー 7Y I品、人か合むo十エストラ νJ'、リツトヲ νド与合む。*アラビア、 γ リアか合む。

( 2) 192'1年迄l工Ferenzi;Internutional Migrations VoJ. I. Statistics New York 1929 pp. 550-2に工り 1925年

以降11. Statistischcs Jahrbuch fur das deutsche Reich. 102ï-~0，但し 1025 31， 32年及日本人数11.移民

地事情 No.43， 71， 89にiり作成すO
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其
の
他
も
十
一
両
人
以
上
で
あ
る
。
従
て
此
の
制
限
法
に
よ
っ
て
入
園
を
許
る
さ
れ
る
移
民
数
も
伊
太
利
及
葡
萄
牙
に
最
も
多
く
し
て

其
の
他
の
園
に
少
な
い
諜
で
あ
る
が
其
の
宮
教
と
割
合
と
を
一
表
と
し
て
一
示
す
と
次
の
擦
に
な
る
。
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備
考

此
の
各
閥
割
A
M
数
の
弟
一
本
は
定
着
数
と
総
す
る
も
の
も
取
る
ぺ
さ
ぐ
あ
る
が
共
の
帥
触
れ
る
意
義
及
算
出
方
法
が
不
明
で
あ
り
且
つ
入
移
民

数
と
出
移
民
数
主
の
差
か
取
る
と
し
て
も
充
分
な
る
統
計
ら
得
が

hah-か
以
て
綴
り
に
入
移
民
数
ル
用
ひ
れ
り
、
素
よ
り
不
合
な
り
と
縫

も
此
の
計
算
に

L
り
て
符
れ
る
割
骨
同
教
と
サ
V

ト
ス
特
電
数
と
比
較
す
る
に
大
差
な
さ
私
見
る
所
ぐ
わ
る
ゆ

之
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
過
去
五
十
年
間
に
入
国
し
た
移
民
は
約
四
百
十
一
角
で
あ
っ
て
、
今
後
年
々
入
国
を
許
る
さ
れ
る
移
民
教
は

八
一
雨
二
千
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
此
の
制
限
案
そ
立
て
た
一
つ
の
理
由
と
し
て
伯
固
に
於
て
は
過
去
に
多
く
の
努
働
者
を
入

れ
今
や
労
働
過
剰
で
失
業
者
を
見
る
位
で
あ
ゐ
か
ら
此
上
移
民
の
自
由
入
園
は
許
る
す
べ
き
で
な
い
制
限
を
加
ふ
べ
き
で
あ
る
と

す
る
も
の
が
あ
る
が
之
れ
は
甚
行
理
解
に
苦
る
し
む
所
で
あ
っ
て
一
つ
の
訪
韓
と
岡
山
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
過
去
の
移

民
数
を
見
る
に
一
八
九
一
年
に
は
最
高
レ
コ
ー
ド
二
十
一
一
雨
入
、

一
九
一
三
年
じ
は
十
九
一
角
人
.
一
九
一
二
年
に
は
十
八
一
両
人
と
云

ふ
記
録
が
あ
る
け
れ
ど
も
慨
し
て
年
々
六
l
八
一
向
で
あ
っ
て
最
近
に
於
て
は
三
.
四
一
雨
人
に
過
ぎ
な
い
貰
賦
で
あ
る
。
故
に
此
の
法

案
に
於
て
八
一
両
人
の
移
民
を
許
る
す
と
云
ふ
こ
と
は
此
法
案
が
圏
内
に
於
け
る
持
働
の
過
剰
を
緩
和
せ
ん
が
矯
め
に
立
て
ら
れ
た
も

品
川
凶
の
移
民
制
限
問
題

五



伯
凶
の
移
民
制
限
問
題

ム
ノ、

の
と
は
受
け
取
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
叉
英
国
の
商
務
官
ハ

l
べ

l
氏
の
如
き
も
伯
園
は
自
然
に
葱
ま
れ
、
気
候
良
好
で
生
活
が
非

〈
註
四
)

常
に
梨
で
あ
る
か
ら
失
業
問
題
な
ど
云
ふ
司
)
と
は
深
刻
に
な
り
得
な
い
と
い
ふ
報
告
を
し
て
居
る
の
そ
見
司
令
の
で
あ
る
。

共
に
移
民
の
母
国
じ
就
き
て
見
る
に
多
数
園
家
の
内
伊
大
利
と
葡
萄
牙
と
は
断
然
頭
角
を
顕
は
し
前
者
は
最
も
多
く
百
四
十
一
一
両

に
謹
し
、
後
者
は
之
れ
に
弐
ぎ
百
十
五
高
人
で
あ
る
。
其
他
主
要
な
る
も
の
と
し
て
は
西
班
牙
.
濁
逸
.
日
本
、
露
西
亜
等
が
あ
っ

て
ス
ペ
イ
ン
は
五
十
七
一
尚
人
、
後
の
三
者
は
判
れ
も
十
高
齢
人
で
あ
る
、
従
て
移
民
の
割
蛍
敷
色
伊
太
利
は
二
一
両
八
千
人
.
ボ
ル
チ

ユ
ガ
ル
は
二
一
両
三
千
、
ス
ペ
イ
ン
は
一
高
一
千
人
と
な
り
濁
逸
以
下
は
甚
古
少
数
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
‘
之
れ
は
過
去

五
十
ナ
年
間
の
累
計
で
あ
っ
て
半
世
紀
伊
}
経
過
し
た
る
今
日
に
於
て
は
其
の
形
勢
が
大
に
箆
化
し
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
此
の
数
は

現
時
の
移
民
供
給
力
そ
示
す
も
の
で
な
い
。
そ
こ
で
私
は
最
近
五
ヶ
年
聞
の
移
民
卒
均
敷
そ
取
っ
て
恨
り
に
之
れ
を
現
時
の
移
民
供

給
力
P
C
名
づ
け
之
れ
と
前
記
の
制
官
教
と
ぞ
比
較
し
て
其
過
不
足
を
検
討
し
て
見
大
。
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ユ下

即
ち
此
の
法
案
に
よ
っ
て
剖
嘗
て
ら
れ
た
る
綿
移
民
数
八
一
尚
二
千
人
の
内
、
今
日
の
趨
勢
。
倍
以
て
す
れ
ば
何
等
の
制
限
が
な
く
て

も
六
高
四
千
人
よ
り
多
く
供
給
せ
ら
れ
ぎ
る
こ
と
L
な
り
、
若
し
上
記
の
制
限
ぞ
加
ふ
る
と
し
た
な
ら
ば
三
高
九
千
人
よ
り
供
給
せ

Jlki 計



ら
れ
ざ
る
計
算
と
な
る
の
で
あ
っ
て
伯
固
に
於
て
現
に
必
要
と
し
つ
L
あ
る
労
力
が
遺
憾
な
く
供
給
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
‘
疑
問
と

な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
盛
に
最
も
技
意
ぞ
要
す
る
こ
と
は
此
の
法
案
に
よ
っ
て
現
在
の
供
給
力
が
制
限
ぞ
受
く
る
困
は

濁
逸
と
我
固
と
其
他
と
栂
す
る
諸
国
あ
る
の
み
じ
し
て
、
而
も
濁
逸
の
受
く
る
制
限
は
僅
か
に
六
百
十
四
人
叉
其
他
の
固
と
補
す
る

も
の
L

内
に
は
多
数
の
園
家
を
含
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
一
固
と
し
て
大
な
る
痛
停
を
感
ぜ
ぎ
る
に
反
し
我
園
の
み
は
約
一
一
角
人
に

近
き
致
、
換
言
す
れ
ば
約
六
分
の
五
の
制
限
を
受
く
る
わ
も
の
で
あ
っ
て
非
常
に
大
な
る
打
撃
を
受
く
る
も
の
と
云
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
而
し
て
此
の
事
宜
よ
り
し
て
此
の
制
限
案
が
猫
り
日
本
移
民
の
問
題
に
あ
ら
守
し
て
一
般
的
の
制
限
な
h

り
と
な
す
も
の
あ
り

そ
は
一
遁
辞
で
あ
っ
て
其
置
は
日
本
移
民
の
制
限
必
唯
一
の
目
的
と
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
考
へ
ぎ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
五
日
人
は
従
来
伯
圏
が
我
闘
移
民
に
針
し
て
一
万
し
大
好
意
並
に
雨
国
家
聞
の
親
善
に
鑑
み
か
L

る
偏
頗
な
制
限
が
我
が
移
民

の
上
に
加
へ
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
?
と
信
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
此
の
事
貰
は
我
園
民
に
劃
す
る
制
限
を
主
眼
と
し

と
す
る
も
、

て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
伯
園
は
何
故
に
斯
く
の
如
く
我
闘
民
の
み
の
移
住
ぞ
制
限
せ
ん
と
す
る
や
。
之
れ
に
就
て
東
京
朝
日
新
聞
祉
サ
ン
ト
ス
特

祇
員
の
護
電
に
よ
れ
ば
リ
才
デ
テ
ヤ
ネ
イ
ロ
の
シ
メ
ル
シ
才
新
聞
は
一
人
種
的
偏
見
、
に
日
本
移
民
の
短
期
間
の
偉
大
な
る
護
展
に

叫
制
す
る
恐
怖
、
三
英
米
の
隠
れ
た
る
排
日
策
.
四
プ
ラ
ジ
ル
政
府
の
勢
力
弱
く
議
曾
に
於
け
る
排
日
家
の
策
動
を
押
へ
つ
け
ら
れ
な

ハ
註
五
〉

か
っ
た
こ
と
の
四
者
ゆ
倍
率
け
て
居
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
叉
伯
刺
西
爾
時
報
枇
編
纂
の
伯
刺
西
爾
年
鑑
(
昭
和
八
年
六
月
護
行
)
じ

於
て
は
従
来
日
本
移
民
が
排
斥
せ
ら
る
L

所
以
は
次
の
五
項
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
云
ふ
て
居
る
。

一
、
日
本
人
は
人
続
的
に
見
て
不
可

二
、
風
習
一
一
日
誌
の
差
異
井
一
六
し
く
同
化
ぜ
ず

一
ニ
、
軍
関
主
義
ぐ
あ
る

四
、
契
約
努
働
者
と
し
て
不
適

伯
凶
の
移
民
制
限
問
題

七



伯
閣
の
移
民
制
限
問
題

八白

五
、
図
土
開
後
又
は
農
村
帥
労
働
者
充
足
等
の
経
済
的
見
地
の
み
に
立
ち
て
招
来
移
民
の
積
類
や
決
定
す
る
こ
と
は
不
可

勿
論
其
の
観
る
所
に
よ
り
て
種
々
な
事
柄
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
私
は
最
近
の
報
道
に
操
っ
て
究
の
数
項
に
分
け
て
之
を

考
へ
て
見
度
い
と
思
ふ
。

寸
我
が
移
民
は
同
化
困
難
で
あ
る
と
せ
ら
る
L
こ
と
。

元
来
伯
園
の
如
き
気
候
沼
和
な
未
開
地
に
於
て
は
其
の
移
民
は
翠
に
必
要
な
る
労
働
力
を
供
給
す
る
ば
か
り
で
な
く
.
永
く
葉
固

に
定
住
し
て
、
脱
抑
来
其
園
民
の
一
分
子
と
な
り
、
更
に
其
子
孫
や
其
困
の
園
民
と
し
て
遣
す
躍
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従

て
移
民
が
善
良
な
る
労
働
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
其
固
に
同
化
す
る
か
否
か
は
入
移
民
固
と
し
て
は
重
要
な
問
題
で
伯
園
に
於
て

此
の
問
題
が
護
生
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
哲
然
で
あ
る
o

然
し
我
園
の
移
民
が
其
の
同
化
し
難
い
移
民
と
し
て
批
難
を
受
く
る
様
に
な

っ
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
と
す
べ
き
で
あ
る
。
人
1
其
の
謂
ふ
所
ぞ
見
る
に
サ
ン
バ
ワ
ロ
州
選
出
代
議
士
パ

l
ロ
ス
氏
は
昭
和
九
年
一
月

(
註
七
)

十
九
日
誌
法
本
命
目
議
に
於
て
同
氏
提
出
の
移
民
制
限
案
を
説
明
し
て

一
、
日
本
移
民
は
伯
闘
の
風
脅
に
問
化
ぜ
ず
、
分
離
孤
立
し
徹
頭
徹
尾
口
本
化
き
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
D

て
風
俗
習
慣
は
全
然
ア
ヲ
ジ
防
人
と
迩
ひ
、
し
か
も
伯
凶
人
に
伐
う
と
ま
し
い
本
図
か
ら
共
ま
L

の
風
脅
か
あ
ら
ゆ
る
方
法
ぐ
回
執
し
ゃ
う
と

す
る
O

一
、
伯
閣
官
患
に
服
従
す
る
よ
り
先
に
大
使
、
領
事
そ
の
他
本
閣
官
憲
又
伐
移
民
か
招
来
し
わ
れ
合
祉
に
刑
判
し
極
端
と
見
え
ろ
ま
ぐ
絶
謝
盲
従
す
る

例
へ
ば
日
本
移
民
の
大
部
分
は
出
生

m
m
b伯
閥
役
場
に
出
さ
ず
領
事
館
に
出
す
、
又
他
の
一
例
は
四
日
尚
氏
よ
く
舛
ら
ぬ
が
、
日
伯
人
の
雑
婚

は
印
刷
め
て
稀
て
、
日
本
人
男
子
と
伯
凶
婦
人
の
阻
倒
は
稀
に
あ
る
が
、
口
木
知
人
と
伯
凶
人
の
配
偶
に
至
っ
て
民
全
然
な
い
主
云
ふ
て
よ
い
・
:

。

州
政
府
の
翻
査
に
よ
る
と
北
米
の
日
本
移
民
伐
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
孤
立
し
て
、
移
住
し
土
土
地
か
日
本
化
そ
、
7
と
す
る
傾
向
が
顕
著
化
、
彼
れ

絡
に
取
っ
て
移
住
先
の
土
地
は
第
二
の
故
郷
ぐ
は
な
く
段
閣
の
延
長
、
彼
等
の
所
謂
新
日
本
に
す
い
す
な
い
と
一
疋
ふ
こ
と
で
あ
る
:
・
:
ハ
之
れ
か

知
る
お
に
は
)
奥
地
在
印
刷
祭
す
る
必
要
は
な
い
、
翠
市
コ
V
J

デ
街
ぐ
充
分
引
い
、
ヨ
V
J

デ
J

て
は
町
名
の
標
識
H
h
げ
が
日
本
語
に
国
営
つ
て
ゐ
な
い
丈

げ
て
、
他
の
尚
家
、
楽
局
、
渡
部
武
応
、
八
百
自
民
等
全
部
黄
色
村
h

、
黄
色
い
臭
引
い
、
資
色
い
訊
町
村
仏
、
黄
色
い
習
慣
ロ
・



と
云
ふ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
い
か
に
も
卑
近
.
低
級
な
説
明
で
は
あ
る
が
其
云
ふ
所
は
之
れ
で
あ
る
。

二

日
本
移
民
は
劣
等
民
族
で
あ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
園
の
民
型
構
成
上
不
利
で
あ
る

と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
.
之
れ
は
所
謂
優
生
息
十
的
見
地
か
ら
主
張
せ
ら
れ
る
も
の
で
彼
の
排
日
家
の
元
祖
t
ナ
ス
州
選
出
代
議
士

フ
ヰ
デ
ィ
ス
・
レ
イ
ス
氏
は
大
正
十
二
年
十
月
「
黒
人
移
民
禁
止
黄
色
人
移
民
制
限
案
」
を
議
曾
に
提
出
し
其
提
案
の
理
由
と
し
て

サ

υJ

パ
ウ
ロ
州
が
経
済
的
問
題
の
み
に
囚
は
れ
黄
色
人
種
移
民
か
誘
入
し
れ
る
如
告
は
資
に
大
な
ろ
後
患
か
残
す
も
の
と
謂
ふ
ぺ
く
、
同
州
に
於

げ
る
日
本
移
民
伐
今
や
三
万
や
越
え
、
漸
次
内
奥
地
に
向
っ
て
進
展
し
つ
k

あ
る
が
、
今
に
し
て
策
式
申
請
ぜ
ぱ
彼
等
の
設
展
槍
加
ら
阻
止
す
る
に

未
刊
い
敢
て
晩
し
と
し
な
い
口
日
本
人
と
ア
Y
グ
同
サ
グ

y
y
人
種
と
の
混
血
は
好
結
果
な
ら
ず
と
聞
く
、
吾
人
は
既
に
黒
人
粍
か
誘
入
し
て
過
か

(
註
入
)

犯
し
士
、
此
の
上
黄
色
人
種
や
誘
入
し
て
そ
の
過
去
伊
反
覆
す
る
に
忍
び
な
い
。

と
云
ふ
て
居
る
、
此
の
説
明
を
以
て
し
て
は
黄
色
人
種
の
誘
入
を
以
て
一
つ
の
過
と
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
て
其
理
由
に
就
て
は
何
等

遁
ぶ
る
所
が
な
い
。
唯
黒
人
の
誘
入
と
同
様
な
過
を
な
す
'
と
す
る
鈷
よ
り
観
て
黄
色
人
種
は
黒
人
と
共
に
劣
等
人
種
な
り
と
考
へ

τ

居
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
才
ノ
リ
オ
・
J

ア
・
シ
イ
ロ
ス
氏
は

「
伯
図
に
向
〈
唯
一
の
移
民
は
欧
洲
白
人
系
人
時
間
ぐ
わ
る
」
と
し
れ
す
リ
ゲ
且

7
・
ヴ
イ
ア
ゲ
ナ
氏
に
奥
ぜ
ざ
る
か
得
な
い
、
正
し
〈
我
々
は
優

生
浮
上
か
ら
見
て
紛
々
劣
等
の
部
類
に
局
す
る
図
民
で
あ
る
こ
と
は
我
図
民
種
型
形
成
上
黒
人
と
土
人
の
こ
つ
の
劣
等
血
系
が
多
分
に
流
れ
て
居

る
か
ら
.
て
あ
ろ
。

未
H
h

同
一
一
穂
裂
か
構
成
し
て
居
な
い
我
人
種
に
黄
色
か
駄
じ
之
れ
か
完
成
さ
ぜ
ゃ
う
と
す
る
一
一
者
逮
家
の
意
見
は
重
大
な
謬
見
ぐ
あ
る
ロ
日
本
人

(
註
丸
)

の
原
型
民
「
ア
イ
ヌ
」
族
家
古
族
及
馬
来
人
積
の
古
い
混
血
か
ら
成
っ
て
居
る
の
wh
」

と
云
ふ
て
居
る
、
而
し

τ之
れ
は
日
本
民
族
を
劣
等
な
り
と
す
る
理
由
の
一
片
が
明
言
せ
ら
れ
て
居
る
。

其
他
日
本
人
の
形
貌
の
醜
悪
な
こ
と
を
象
け
て
民
型
構
成
上
に
不
可
な
り
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
叉
日
本
人
に
は
犯
罪
者
が
多
い

と
か
‘
自
殺
者
が
多
い
と
か
、
精
神
病
者
が
多
い
と
か
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
、
寄
生
虫
病
者
叉
は
惇
染
病
菌
の
保
有
者
が
多
い
と
か
云
ふ

伯
協
の
移
民
制
限
問
題

九



伯
凶
の
移
民
制
限
問
題

O 

〈設一

O
〉

様
な
事
ぞ
云
ふ
て
居
る
も
の
も
あ
る
。

三
日
本
人
ぞ
以
て
優
秀
卓
越
せ
る
園
民
な
り
と
し
て
賂
来
の
後
展
に
封
し
て
一
種
の
恐
怖
心
を
超
せ
る
こ
と

之
は
第
二
の
理
由
と
全
然
反
劉
の
理
由
で
あ
る
が
伯
園
内
に
於
て
は
相
官
有
力
な
説
と
な
っ
て
居
る
も
の
L
様
で
あ
る
、
即
ち
彼

の
t
グ
l
ル
・
コ
ー
ト
氏
の
如
き
も
皐
克
は
此
の
説
を
な
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
即
ち
同
氏
は
本
年
二
月
十
六
日
の
窓

法
審
議
舎
に
於
て

純
粋
な
白
色
人
の
み
で
プ
ラ
ジ
ル
人
ル
構
成
し
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
こ
と
比
奇
人
が
明
記
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
て
あ
る
o
従
て
外
図
人
に
刑
判
し
て
も

何
等
僻
凡
や
持
つ
者
て
な
い
、
・
7
リ
グ
エ
ヲ
・
ヴ
イ
ア
V
J

ナ
氏
の
提
供
し
て
ゐ
る
資
料
に
依
る
と
、
黒
人
の
伯
闘
入
凶
者
数
は
貨
に
一
千
一
一
一
一
白
万

人
ぐ
わ
る
o
又
ぺ
!
ド
ロ
・
カ
か
屯
Y

氏
の
設
表
し
大
庭
に
依
る
と
一
七
六
八
年
に
パ
イ
ア
州
に
於
て
比
十
九
人
の
剛
十
一
日
人
に
釣
し
て
白
人
は
一
人

の
剖
て
あ
つ
れ
ロ
リ
ォ
・
デ
-
ジ
ヤ
ネ
イ
口
市
に
於
て
は
白
人
一
人
に
針
し
て
黒
人
は
十
七
人
ぐ
わ
っ
士
口
白
人
に
比
し
て
黒
人
が
著
る
し
く
多

い
と
云
ふ
事
は
、
黒
人
の
畳
一
吊
性
会
ザ
符
認
し
て
ゐ
る
も
の
ぐ
、
現
に
白
人
と
黒
人
の
混
血
伐
畳
一
宮
に
生
れ
て
ゐ
る
。

と
論
じ
て
.
色
に
闘
し
て
は
決
し
て
僻
見
を
有
す
る
も
の
で
な
い
事
を
述
べ
、
叉
元
来
人
穂
別
な
る
も
の
は
あ
り
得
る
こ
と
で
な
い

と
説
い
て
全
く
人
種
的
僻
見
宇
佐
有
せ
ざ
る
こ
と
を
蓮
べ
、
更
に
叉
日
本
人
の
優
秀
な
る
固
民
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て

日
本
図
民
が
遂
三
十
年
前
迄
は
世
界
の
五
位
す
岡
氏
て
あ
つ
れ
が
、
現
花
ぐ
は
一
等
凶
民
の
地
位
に
ま
ぐ
昇
治
し
れ
、
日
本
の
如
〈
、
斯
〈
偉
大
な

能
力
私
有
す
る
岡
家
は
米
N
h
知
ら
な
い
、
此
の
貼
も
克
分
に
認
め
る
も
の
ぐ
あ
る
口
然
し
私
が
明
瞭
に
し
れ
い
の
は
伯
図
に
到
す
る
日
本
移
民
の

問
題
は
凶
防
問
題
て
あ
る
と
一
五
ふ
、
、
〉
」
ぐ
あ
る
。

〈
註
一
一
)

と
論
じ
て
港
に
次
項
蓮
ぶ
る
所
の
我
図
の
南
市
圏
主
義
を
恐
れ
る
貼
迄
に
至
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

個
日
本
を
帝
国
主
義
固
な
り
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て

例
へ
ば
州
ア
ル
ツ

l

v
・
ネ
イ
ヴ
ア
氏
は
(
昭
和
九
年
二
月
三
日
の
演
説
に
於
て
)
若
人
が
日
本
移
民
の
入
閣
制
限
キ
唱
導
す
る
も
の
は
単
な
る

人
続
的
見
地
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
見
地
に
依
る
も
の
ぐ
わ
る
、
今
に
し
て
日
本
移
民
か
制
す
る
に
わ
ら
ず
ぱ
我
閣
は
第
二
の
支
那
士
ち
ん
と
極

論
し
、
辛
測
に
日
本
移
民
の
火
貼
る
怒
げ
危
険
や
指
摘
し
て
脱
仁
む

向
又
ミ
グ
ー
ル
・

2
1
ト
氏
は
前
惑
の
如
く
日
本
図
民
の
優
秀
・
な
る
こ
と
や
認
め
途
に
日
本
人
口
移
住
地
の
図
民
ら
支
配
庭
恕
す
る
、
銘
記
ぜ
よ



満
洲
の
凶
土
か
、
ア
ザ
J
F
7
1
デ
氏
口
、
日
本
は
自
己
の
様
盆
か
満
洲
に
民
て
擁
護
し
て
居
る
も
の
ぐ
わ
る
と
云
ふ
て
府
ろ
が
、
将
来
そ
の
満
洲

か
終
来
ア
ラ
ジ
ル
に
於
て
、
日
本
の
権
益
か
、
日
本
が
正
賞
防
衛
と
な
さ
れ
る
時
に
於
て
は
吾
人
は
如
何
と
す
る
か
、
:

又
臼
木
人
が
プ
ヲ
ジ
前
に
於
て
其
子
孫
に
プ
ヲ
ジ
ル
語
ら
敬
へ
て
居
る
の
は
そ
れ
は
将
来
の
日
本
語
ぐ
わ
ろ
か
ら
ぐ
あ
る
、

(
註
二
ニ
〉

み
や
将
来
共
の
領
土
と
ぜ
ん
と
す
る
も
の
ぐ
わ
る
O

日
本
人
は
プ
ラ
ジ
耐

日
本
移
民
制
限
の
理
由
と
し
て
此
の
外
向
ほ
種
々
な
貼
が
率
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
以
上
回
者
は
主
要
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

四

以
上
は
比
較
的
新
ら
し
き
所
論
に
よ
っ
て
此
の
排
目
的
移
民
制
限
案
に
艶
す
る
伯
園
人
の
理
由
と
す
る
所
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ

る
が
，
之
れ
に
よ
っ
て
吾
々
は
此
の
排
日
案
の
根
本
原
因
は
北
米
に
於
け
る
と
全
く
趣
を
異
に
し
て
人
種
的
偏
見
に
あ
ら
十
し
て
国

家
主
義
に
あ
る
こ
と
を
住
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
.
即
ち
伯
固
に
於
て
は
其
園
民
が
各
種
の
人
種
よ
り
成
。
而
も
其
支
配
的
地
位

に
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
比
較
的
人
種
的
偏
見
を
有
せ
ぎ
る
ラ
テ
ン
系
の
人
種
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
よ
り
し
て
人
種
的
偏
見
の
極
め

て
少
き
こ
と
は
屡
々
識
者
の
聞
に
唱
へ
ら
れ
た
遁
の
で
あ
り
叉
現
に
此
の
法
案
提
出
者
の
説
明
中
に
も
之
れ
を
明
言
す
る
も
の
あ
る

を
見
る
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
前
惑
の
四
個
の
理
由
に
就
て
考
察
す
れ
ば
何
れ
も
皆
園
家
的
見
地
よ
り
之
れ
を
不
可
な
り
と
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
其
の
根
本
に
於
て
は
悉
く
園
家
的
意
識
の
護
動
と
云
は
な
く
尤
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
大
に
註
意
ぞ
要
す
る
所
で

あ
っ
て
此
の
根
本
原
国
を
考
ふ
る
こ
と
に
よ
り
て
本
問
題
解
決
の
鍵
を
見
出
さ
れ
る
と
云
ふ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

由
来
プ
ラ
ジ
ル
園
は
一
五

O
O年
四
月
二
十
二
日
ポ
ル
チ
ユ
ガ
ル
人
ペ
ト
ロ

l
、
ア
ル
パ
レ
ツ
ッ
、
カ
プ
ラ

1
ル
に
よ
っ
て
護
見

せ
ら
れ
て
以
来
ボ
ル
チ
ユ
ガ
ル
の
植
民
地
と
し
て
経
管
せ
ら
れ
特
に
一
五
三

0
年
代
以
後
に
於
て
は
其
開
拓
に
努
力
す
る
所
少
な
か

ら
す
着
々
と
し
て
護
蓮
準
歩
ぞ
見
、
建
に
一
八
二
二
年
に
は
母
園
の
皇
子
ド
ム
・
ペ
ト
ロ
冶
迎
へ
て
皇
帝
と
な
し
、
ポ
ル
チ
ユ
ガ
ル

の
支
配
を
脱
し
て
濁
立
の
固
家
と
な
り
爾
来
百
品
開
年
、
或
は
南
市
制
に
、
或
は
共
和
制
に
園
内
の
政
治
上
に
は
著
る
し
き
盤
化
が
あ
っ

伯
凶
の
移
民
制
限
問
題



約
同
の
移
民
制
限
問
題

-
た
げ
れ
ど
も
囲
民
的
園
家
的
意
識
は
漸
次
熟
成
し
、

A
1
や
南
米
に
於

τ、
否
世
界
に
於
て
一
重
要
因
家
た
る
の
国
民
的
自
負
は
確
乎

と
し
て
動
か
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
あ
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
此
の
圏
家
意
識
及
感
情
に
抵
鮪
す
る
か
或
は
之
れ
ぞ
害
す
る
も
の
は
断

乎
と
し
て
之
れ
冶
排
撃
せ
ん
と
す
る
‘
査
し
自
然
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

此
虞
に
於
て
問
題
は
此
皮
の
窓
法
審
議
曾
が
決
定
し
た
る
如
く
我
園
の
移
民
が
員
に
彼
園
の
此
の
国
家
的
意
識
に
副
は
ず
る
も
の

な
り
や
と
云
ふ
こ
と
の
吟
味
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
若
し
.
此
の
問
題
が
軍
に
二
、
三
政
治
家
の
政
治
的
運
動
が
奏
功
し
た
結

果
で
あ
っ
て
異
に
国
家
国
民
の
意
志
に
よ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
、
或
は
間
半
に
目
前
の
現
象
に
幻
惑
さ
れ
て
永
遠
の
大
策
を
誤
り
た

る
も
の
な
る
と
き
は
此
鹿
に
大
に
反
省
を
求
む
べ
き
蝕
地
を
存
す
る
も
の
と
い
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
五
日
人
そ
以
て
す
れ

ば
前
蓮
の
移
民
不
同
化
問
題
の
如
き
は
極
め
て
皮
相
な
観
察
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
日
本
移
民
は
寧
ろ
彼
の
地
に
於
け
る
風
俗
習
慣

に
進
ん
で
同
化
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
彼
れ
等
の
言
ふ
が
如
く
不
同
化
の
意
志
あ
る
も
の
に
あ
ら
歩
、
叉
決
し
て

同
化
不
能
の
も
の
で
も
な
い
、
唯
永
年
の
習
慣
み
そ
俄
か
に
盤
轄
す
る
こ
と
は
や
L
困
難
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
従
て
俄
す
に
時
を

以
て
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
即
ち
其
の
土
地
に
産
れ
、
其
の
土
地
に
育
ち
た
る
第
二
世
三
世
を
見
る
に
至
っ
て
愈
々
明
か
と
な
る

こ
と
L
岡
山
は
れ
る
。
又
日
本
移
民
の
民
族
的
優
劣
の
問
題
の
如
き
は
誠
に
取
る
に
足
ら
ざ
る
愚
論
で
あ
っ
て
人
性
の
優
劣
善
悪
は
民

族
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
其
の
文
化
的
救
養
の
如
何
で
あ
る
。
彼
れ
等
の
最
優
等
人
種
な
り
と
す
る
白
色
人
種
に
も

劣
等
粗
悪
な
人
性
も
あ
る
べ
く
、
彼
等
の
回
収
劣
等
種
族
と
す
る
黒
人
の
内
に
も
優
秀
高
貴
の
人
性
・
も
あ
る
べ
し
。
人
種
に
よ
っ
て
人

牲
の
善
悪
優
劣
を
云
鋳
す
る
が
如
き
は
抑
も
誤
り
で
あ
る
。
叉
我
園
の
常
国
主
義
的
準
出
と
い
ふ
が
如
き
も
、
採
る
に
足
ら
ず
る
妄

説
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
軍
に
彼
我
の
地
理
的
関
係
を
見
て
も
明
か
な
る
所
で
あ
る
。
叉
従
来
我
が
国
家
及
園
民
が
彼
園
に
針
し
て

示
し
た
る
態
度
を
観
て
も
亦
明
か
な
所
で
は
な
い
か
、
抑
も
彼
れ
等
は
何
の
根
撲
を
以
て
之
れ
を
い
ふ
か
全
く
理
解
に
苦
る
し
む
所

で
あ
る
。
彼
の
ハ

l
パ

1
ト
大
串
の
補
助
を
得
て
我
闘
の
伯
園
移
民
を
研
究
し
つ

L
あ
る
ジ
エ

1
・
エ
フ
・
ノ
ル
マ
ノ

i
氏
は
日
本



が
岡
民
佐
伯
固
に
移
住
せ
し
む
る
は
何
等
特
殊
の
政
治
的
野
心
を
有
す
る
矯
に
あ
ら
今
、
唯
間
単
純
な
る
経
摺
閥
係
で
あ
る
と
述
べ
て

A

註
一
回
)

居
る
が
誠
に
正
し
き
見
解
と
一
去
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
置
に
我
園
の
徹
す
る
所
は
彼
我
の
経
掛
的
な
る
扶
助
機
能
そ
完
ふ
せ
ん
と

す
る
に
あ
る
。
例
へ
ば
我
国
よ
り
酪
れ
る
国
民
の
努
力
乃
至
は
資
本
を
彼
園
に
迭
の
.
彼
困
よ
り
其
生
産
せ
る
コ
ー
ヒ
ー
、
綿
其
他

の
生
産
物
ぞ
我
固
に
入
れ
る
が
如
き
で
あ
っ
て
.
こ
の
こ
と
は
世
界
経
糖
の
理
法
に
遁
ひ
、
人
類
の
幅
祉
を
精
進
す
る
所
以
で
あ

る
。
今
試
み
に
雨
固
聞
の
従
来
の
貿
易
関
係
を
見
る
に
究
表
の
如
く
、

A
ー
で
は
相
互
の
因
島
経
憤
上
左
ま
で
著
る
し
き
要
素
を
な
す

‘
も
の
で
は
な
い
が
‘
年
所
を
重
ね
て
彼
我
の
聞
係
が
盆
々
{
併
設
と
な
る
に
於
て
は
賂
来
は
大
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
考
へ
る

a
A

の
で
あ
る
。
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九
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O
i
一
九
二
八
は
市
毛
孝
三
者
ア
ヲ
ジ
耐
の
産
業
と
経
済
四
七
三
頁
に

L
る
。

ュ
一
九
二
九

l
一
九
三
一
は
旬
・
司

-
M
2
2
2
2
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P
町

E
2
0
同
居
日
常
丘
町
D
ロ
S
H
W『
P
N
ロ
山
口
】
i
p
口
一
コ
ロ

P

E

r
・
田
〈
D
}
・
ぐ
口

-MC-H-u・

き
に
L
る
。

五

斯
く
の
如
く
に
し
て
伯
固
に
於
け
る
今
回
の
我
囲
移
民
の
制
限
理
由
は
極
め
て
了
解
に
苦
る
し
む
も
の
で
あ
る
が
、
我
闘
の
移
民

伯
凶
の
移
民
制
限
問
題



伯
図
の
移
民
制
限
問
題

四

は
夏
に
古
川
の
如
き
数
多
の
特
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
彼
固
に
取
り
て
は
極
め
て
有
利
な
る
移
民
で
あ
っ
て
之
れ
ぞ
歓
迎
司
}
そ
す

れ
、
こ
れ
を
排
斥
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
在
信
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

(七)(六)(五)(問)(三)(ニ):ー)

日
本
移
民
ほ
非
常
に
よ
く
粉
謎
ぜ
ら
れ
土
る
も
の
な
る
や
以
て
共
素
質
は
極
め
て
善
良
な
る
こ
と
。

日
本
移
民
同
大
部
分
農
業
者
て
あ
る
こ
と
ロ

日
本
移
民
は
大
部
分
家
族
構
成
者
ぐ
わ
る
こ
と
口

従
て
年
齢
及
男
女
の
比
率
比
較
的
溜
正
な
る
こ
と
。

日
本
移
民
は
浮
浪
的
に
わ
ら
ず
し
て
白
応
策
的
な
る
こ
と
口

従
て
母
闘
へ
の
送
金
少
な
き
こ
と
。

日
本
移
民
比
資
本
的
な
る
こ
と
。

A
1
暫
く
之
れ
等
諸
項
に
就
て
説
明
丸
信
加
ふ
れ
ば

↑
日
本
移
民
は
非
常
に
よ
く
精
選
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
を
以
て
其
素
質
は
善
良
な
る
こ
と
、
今
日
我
闘
民
の
伯
固
に
移
住
す

る
も
の
は
渡
航
費
補
助
と
し
て
大
人
一
人
に
就
き
二
百
圏
、
支
度
補
助
と
し
て
大
人
一
人
に
就
き
五

O
闘
を
支
給
せ
ら
る
L
の
み
な

ら
や
園
内
の
汽
車
賃
を
半
額
に
制
引
し
、
移
民
取
扱
手
数
料
を
政
府
に
於
て
員
躍
し
.
政
府
は
移
民
敬
養
所
を
建
て
移
民
が
出
費
す

る
前
約
十
日
間
を
無
料
を
以
て
此
臓
に
宿
泊
せ
し
め
此
の
間
に
於
て
渡
航
の
準
備
を
な
さ
し
む
る
と
共
に
移
住
後
に
必
要
な
る
諸
種

の
敬
養
を
な
さ
し
む
る
な
ど
政
府
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
意
を
用
ひ
之
れ
が
嬬
に
少
な
か
ら
ざ
る
闘
費
を
支
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

従
て
我
図
的
伯
岡
移
民
は
政
府
直
接
の
卒
業
に
あ
ら
ぎ
る
も
一
つ
の
国
家
的
事
業
と
し
て
極
め
て
真
面
目
に
行
は
れ
て
居
る
も
の
で

移
民
保
護
法
(
明
治
廿
九
年
法
律
第
七

O
披
)
以
下
多
く
の
法
令
に
よ
り
て
其
統
制
監
督
を
行
ひ
恐
ら
く
他
外
国
に
其
類
例
を
見
ぎ

(
註
一
五
}

る
程
徹
底
せ
る
も
の
が
あ
る
。
而
d
b
亦
我
闘
は
義
に
北
米
移
民
に
於
て
苦
き
経
験
ぞ
有
し
南
米
に
於
て
再
び
之
れ
を
繰
り
返
さ
ピ
る

こ
と
を
注
意
し
つ

L
あ
る
を
以
て
其
移
民
の
選
定
に
就
て
も
充
分
な
る
意
を
排
ひ
一
定
の
傑
件
に
適
合
す
る
も
の
に
あ
ら
-
さ
れ
ば
絶

針
に
之
れ
を
許
可
せ
ざ
る
こ
と
L
な
っ
て
居
る
。
故
に
移
民
は
よ
く
精
選
せ
ら
れ
た
る
素
質
普
良
な
色
の
で
あ
る
と
云
は
な
く
て
は



な
ら
な
い
。
彼
の
伯
固
に
於
て
我
が
岡
氏
が
極
め
て
鼻
面
白
に
し
て
勤
勉
な
り
と
の
評
判
ぞ
受
け
、
其
能
力
の
偉
大
な
る
に
却
て
恐

怖
心
を
起
し
つ
L
あ
る
と
云
ふ
が
如
き
は
確
に
此
の
事
責
を
反
影
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

に
日
本
移
民
は
大
部
分
農
業
者
で
あ
る
こ
と
。

前
述
の
如
く
に
し
て
我
園
移
民
は
一
般
に
良
質
の
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
が
.
夏
に
移
民
の
大
部
分
が
農
業
者
で
あ
る
と
云
ふ

こ
と
に
於
て
移
民
と
し
て
一
一
麿
良
質
の
も
の
た
る
こ
と
を
強
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

今
、
縫
問
臨
時
代
理
大
伎
の
報
告
に
よ
り
て
一
九
二
八
年
度
に
入
伯
し
た
る
主
要
因
の
移
民
に
就
き
其
の
職
業
情
態
を
見
る
に
次

(
註
一
六
〉

表
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

日伊西イ白濁 l必
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民
業
移

Cコ三三 iも
実主三三 数
三五 s :;Ju 

数す総
のる移
害IJ農民
合業数

五移に
昆若君支持、::;f主主す

即
ち
我
闘
の
移
民
は
九
九

μ迄
農
業
移
民
で
あ
っ
て
他
国
に
其
の
比
を
見
ぎ
る
所
で
あ
る
。
元
来
移
民
を
入
国
せ
し
む
る
目
的
は

未
聞
の
自
然
富
源
右
開
輩
し
園
出
家
産
業
の
護
運
を
計
る
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
伯
闘
の
如
く
土
地
底
大
に
し
て
人
口
締
薄

な
る
新
開
園
に
於
て
は
先
つ
其
土
地
在
聞
き
.
農
業
生
産
を
率
ぐ
る
所
の
所
謂
第
一
次
の
生
産
過
程
に
向
っ
て
努
力
す
べ
き
岡
柄
で

あ
る
.
而
も
コ
ー
ヒ
ー
は
彼
固
に
於
け
る
主
要
な
る
生
産
物
で
あ
る
か
ら
、
我
国
の
移
民
が
主
と
し
て
農
業
者
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と

は
彼
固
に
取
っ
て
極
め
て
有
利
な
こ
と
で
あ
る
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
た
円
、

一一一

日
本
移
民
は
大
部
分
家
族
構
成
者
で
あ
る
こ
と
。

伯
凶
の
移
民
制
限
問
題

Ii 



伯
図
の
移
民
制
限
問
題

一ムハ

移
住
者
が
猫
身
者
で
あ
る
か
‘
或
は
家
臨
み
匂
有
す
る
者
で
あ
る
か
は
著
貫
性
の
上
に
大
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
.
健

査
な
る
移
民
は
一
家
族
を
構
成
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
我
園
の
伯
困
移
民
は
濁
身
者
で
あ
る
こ
と
も
許
る
さ
れ

て
居
る
け
れ
ど
も
家
族
そ
構
成
し
て
行
く
も
の
が
温
か
に
多
数
を
占
め
て
居
る
。

A
1
前
記
縫
田
臨
時
代
理
大
使
の
報
告
書
に
よ
り
一

〈
設
一
入
〉

九
二
八
年
に
入
伯
し
た
主
要
園
の
移
民
に
就
き
其
の
家
族
開
係
そ
見
る
に
究
表
の
如
き
も
の
が
あ
る
c

日 fJI四 f向調
種
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即
ち
波
蘭
人
以
外
に
於
て
は
凡
て
軍
濁
移
民
が
字
数
以
上
に
し
て
六
i
八
割
そ
占
む
る
に
反
し
我
圃
人
は
九
四
%
迄
家
族
移
民
に

し
て
輩
濁
移
民
は
僅
か
に
六
%
に
過
ぎ
.
ざ
る
の
有
様
で
あ
っ
て
非
常
な
差
異
が
あ
る
も
の
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

個
従
て
移
民
の
年
齢
及
男
女
の
比
率
比
較
的
じ
適
正
を
得
て
居
る
こ
と
。

遠
く
栴
外
に
移
住
せ
ん
と
敬
す
る
も
の
は
園
民
の
内
で
も
血
気
感
な
る
青
年
男
子
に
於
て
見
出
さ
る
L
も
の
で
あ
る
、
従
て
或
る

移
民
間
に
就
て
見
れ
ば
批
許
者
と
月
子
と
が
多
き
を
普
通
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
か
L
る
移
民
国
は
一
時
的
努
力
提
供
に
よ
っ

て
金
銭
の
獲
得
の
み
を
目
的
と
す
る
不
健
全
な
る
出
稼
的
移
民
で
あ
っ
て
入
移
民
固
に
於
け
る
枇
曾
上
種
々
の
悪
鉢
を
及
隠
す
も
の

で
あ
る
.
従
て
入
移
民
固
と
し
て
は
年
齢
閥
係
.
性
別
閥
係
が
或
る
遁
正
な
る
比
率
・
に
あ
る
健
全
な
る
移
民
国
を
歓
迎
す
る
も
の
で

あ
る
。
然
る
に
我
国
の
伯
園
移
民
は
前
述
の
如
く
家
族
構
成
者
が
多
ぎ
を
以
て
之
れ
等
の
閥
係
が
比
較
的
良
好
な
る
事
情
に
あ
る
の

で
あ
る
。
今
昭
和
七
年
の
移
住
者
一
九
、

O
三
三
人
に
就
て
見
る
に



種
五三二五五

歳

未

満

l

ニ

O

歳

。l
三

O

歳

。
!
五

O

歳
・

0

歳

以

上

計

類

{立
男

-J
、
三
一
旦

回、(〕九一二一

二
、
六
八
一
一

二
、
八
八
八
一

回芸一一

一
一
、
回
口
八
一

女

一一
、
一
一
回
ニ

ニ
、
八
一
九
一

一
、
六
八
ニ
一

一
、
五
四
五
十

一ニコ
T
4ト

晶
、
六
一
一
五
一

士白
男

一五
一
・
四
O
一

車
九
・
一
一
一
一

六
一
・
四
回
一

六
五
・
一
回
「

且
六
・
一
品
一

売
・
九
=
一
一

女

一四
人
・
車
九

四
0

・U犬一

一
夫
・
五
五

三
回
・
八
五

回
=
一
・
八
ニ
一

回
0
・
。
六
一

男
女
性
別
の
比
率
は
男
子
六

O
に
封
し
女
子
四
O
の
割
合
を
な
し
、
年
齢
別
の
比
率
は
二
十
歳
以
下
五

0
.
二
O
1五
O
蕗
四
六

五
O
歳
以
上
回
と
云
ふ
割
合
で
あ
っ
て
園
民
の
人
口
構
成
上
比
較
的
偏
差
の
少
な
い
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
が
あ
る
。

更
に
一
九
三
二
年
上
学
期
サ
ン
ト
ス
港
そ
経
由
し
て
入
園
し
た
移
民
に
就
い
て
調
査
せ
ら
れ
た
所
在
見
る
に
次
表
に
示
す
如
き
も

伊西濁
図

名利牙逸

男

女

の

男

一

六
百
一
・
革
四
一

六
一
・
六
人
一

さ
一
・
口
一
↑

比

三三!?
+1 

語|年
守子之さ|以!齢
3色. *-プさ lトi
二二三三~I二|の

+1 

-一一長|比
子令子|以|卒
史実き 1下

葡日
図

萄

牙本

三三:1;
一三l:kl$

~ _'-~ I蚕(年
?ヤltl齢l

= ，蚕|比
九三|以!率
三売 l下|

叉
以
て
上
述
の
事
貫
を
誰
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

五
日
本
移
民
は
浮
浪
的
に
あ
ら
や
ノ
し
て
定
若
的
な
る
こ
と
。

我
園
の
伯
園
移
民
が
主
と
し
て
農
業
移
民
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
鹿
で
あ
る
守
従
て
其
移
民
が
移
住
地
に
定
着
し
て
浮
浪
的

な
ら
ざ
る
こ
と
は
E

容
易
に
考
へ
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
更
に
我
固
と
伯
固
と
は
遠
く
一
高
二
千
浬
を
距
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
渡
航

太班伯
凶
の
移
民
制
限
問
題

名

七



伯
凶
の
移
民
制
限
問
題

八』

す
る
に
も
非
常
な
決
心
を
要
す
る
.
又
一
度
渡
航
し
た
以
上
は
容
易
に
師
へ
ら
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
か
ら
も
彼
の
地
に
よ
く
定
着
す

る
こ
と
L
な
る
、
叉
事
宜
我
園
の
生
活
よ
り
も
彼
地
の
生
活
を
以
て
可
な
り
と
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
彼
地
に
永
住
す
る
の
は
常
然
で

も
あ
る
ο

叉
我
閣
の
政
府
の
方
針
と
し
て
も
彼
の
地
に
行
っ
た
以
上
は
彼
の
地
に
永
住
す
る
こ
と
を
悠
泊
す
る
も
の
で
あ
っ
て
我
が
移
民
は

他
国
の
そ
4

れ
に
比
し
て
温
か
に
定
着
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

A
1
之
れ
を
歎
字
的
に
観
る
に
一
九
三
二
年
の
統
計
に
吠
の

(
設
一
九
〉

如
、
ぎ
も
の
が
あ
る
。
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太
本逸図
利

三三位ヨベニ2

三ーー~己

此
の
日
本
移
民
が
定
者
的
で
あ
る
こ
と
は
伯
園
憲
法
審
議
舎
に
於
て
も
説
明
せ
ら
れ
た
所
で
あ
っ
て
其
の
際
に
は
九
二
%
の
定
着

(
註
二

O
)

率
を
有
す
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
唯
此
出
縄
に
吾
々
の
解
し
難
き
は
か

L
る
高
度
の
定
着
滋
・
を
有
す
る
が
故
に
日
本
人
は
排
斥
す
ぺ
し

と
主
張
せ
ら
る
L
こ
と
で
あ
る
、
若
し
移
民
を
日
産
努
働
者
の
如
く
一
定
の
仕
事
に
一
定
の
賃
銀
を
以
て
傭
ひ
其
の
仕
事
が
終
了
す

れ
ば
直
ち
に
蹄
へ
す
と
云
ふ
が
知
合
性
質
の
も
の
と
す
れ
ば
或
は
此
の
説
は
首
肯
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
荷
し
く
も
移
民
は

其
の
闘
に
永
住
し
て
将
来
其
の
園
民
の
一
部
を
な
す
べ
き
も
の
と
考
ふ
る
時
は
こ
の
定
着
力
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
之

れ
あ
り
て
こ
そ
始
め
て
健
寅
な
る
移
民
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
此
の
論
者
は
理
論
上
に
於
て
大
な
る
矛
盾
を
有
す
る
も
の
と
云

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

は
従
て
日
本
移
民
は
彼
聞
に
於
て
得
た
る
金
銭
ぞ
母
国
に
遺
る
こ
と
甚
冗
多
か
ら
す
、
其
の
大
部
分
は
彼
聞
に
於
け
る
土
地
の



購
入
、
其
他
事
業
の
経
営
に
投
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
の
こ
と
は
彼
園
に
取
っ
て
幸
と
す
べ
き
所
で
あ
っ
て
、
此
の
菩
積
は
や
が

て
彼
国
産
業
乃
至
一
般
経
揖
の
登
蓮
を
来
す
べ
き
素
囚
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
伊
太
利
移
民
な
ど
が
季
節
的
に
渡
来
し
て
得
た
る
労

銀
を
悉
く
持
ち
踊
る
に
応
ず
れ
ば
伯
園
の
闘
盆
上
雲
泥
の
差
が
あ
る
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

七
日
本
移
民
は
資
本
を
有
す
。

前
述
の
如
く
に
し
て
日
本
移
民
は
其
努
働
に
よ
っ
て
得
た
る
食
き
報
酬
を
母
固
に
塗
る
こ
と
な
く
し
て
之
れ
ぞ
伯
園
の
経
漕
に
投

資
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
他
園
の
移
民
に
兆
し
て
遥
か
に
資
本
的
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
が
、
更
に
我
園
の
移
民
に
は
企
業

移
民
と
稽
す
る
も
の
・
か
あ
っ
て
一
家
族
四
、

0
0
0
2
ル
レ

l
ス
ハ
二
・
八
ミ
ル
を
一
固
と
し
て
千
四
百
図
)
を
持
参
し
て
彼
地
に
於

り
る
生
活
費
、
家
屋
費
、
伐
木
費
其
の
他
に
用
意
す
る
も
の
が
あ
る
、
之
の
種
の
移
民
は
移
民
と
し
て
は
比
較
的
多
く
の
資
本
を
有

す
る
も
の
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
歩
我
園
の
事
業
家
は
伯
固
に
於
て
突
の
如
く
二
百
五
十
高
齢
町
歩
と
云
ふ

ハ
註
ニ
コ

康
犬
な
る
土
地
の
樺
利
そ
獲
得
し
て
其
開
震
に
努
力
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
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ニ
O

其
の
他
蓮
謹
舶
曾
祉
の
経
営
、
政
府
の
補
助
、
民
聞
の
諸
協
舎
が
行
へ
る
努
力
及
責
木
を
計
上
す
れ
ば
我
園
は
伯
困
移
民
に
針
し

て
相
官
多
額
の
資
本
そ
注
入
し
つ
L
あ
る
こ
と
を
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
皐
克
伯
闘
の
産
業
護
一
還
の
矯
め
に
用
ひ
ら
る

〈設一一一一〉

a
A

資
金
で
あ
っ
て
伯
固
と
し
て
我
園
の
移
民
を
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
不
利
盆
な
こ
と
で
は
な
い
.
A
1
の
大
統
領
グ
ツ
リ
ォ
・
バ
ル

ガ
ス
氏
(
同
)
円
・

φ
2己
口
。
〈
月
間
出
血
)
が
パ
ラ
州
を
視
察
し
た
時
「
へ
ン
リ
1
・
フ
才

l
ド
の
ゴ
ム
及
木
材
事
業
と
日
本
移
民
の
農
業
と

〈
註
ニ
一
ニ
V

に
よ
っ
て
得
た
る
経
験
は
ア
?
プ
ン
地
帯
の
前
途
に
跡
々
た
る
一
大
光
明
を
奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
」
と
云
ふ
た
こ
と
は
偽
ら
.
ざ
る
伯

園
民
の
叫
.
ひ
と
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

其
の
他
我
園
の
伯
園
移
民
の
特
質
と
し
て
考
量
さ
る
べ
き
多
く
の
事
項
が
あ
る
が
要
す
る
に
伯
園
は
我
闘
移
民
事
業
の
集
中
黙
と

で
も
云
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
政
府
及
園
民
は
多
く
の
努
力
と
費
用
と
を
掛
ひ
、
岡
民
の
粋
そ
抜
合
.
細
心
の
注
意
を
以
て
其
賀
行
を
計

り
つ
L
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
伯
園
は
此
れ
に
よ
っ
て
其
の
図
利
民
幅
を
増
進
、
}
そ
す
れ
掠
は
る
L
と
一
玄
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
と
信
す

る
の
で
あ
る
。

六一

余
は
上
に
今
回
の
伯
困
移
民
制
限
は
不
幸
に
し
て
我
が
闘
の
移
民
を
制
限
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
其
の
結
果
は
我
閣
の
国
民

経
糖
上
に
大
な
る
打
撃
ぞ
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
其
理
由
と
す
る
所
は
甚
だ
藷
弱
に
し
て
了
解
に
古
る
し
む
も
の
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
更
に
我
国
の
移
民
は
伯
闘
が
到
底
他
固
に
求
む
る
こ
と
そ
得
ざ
る
諸
種
の
特
質
を
有
し
.
伯
困
を
利
盆
す
る
こ
と
多
く
し

て
彼
困
を
害
す
る
も
の
に
あ
ら
‘
さ
る
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
余
は
此
の
際
我
が
困
の
官
民
が
嘗
て
な
し
七
る

と
同
様
に
再
び
之
れ
そ
苦
慮
し
て
蓮
か
に
此
の
不
合
理
な
制
限
法
が
撤
慶
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
要
望
し
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
同

時
に
叉
彼
固
に
於
け
る
事
情
が
止
む
を
得
ぎ
る
も
の
あ
り
て
撤
慶
の
行
は
る
べ
き
こ
と
を
務
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
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